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１．概要  
  エタノール改質触媒中に存在する Co、Ni、Cu および Zn の XAFS スペクトル測定
を行った。触媒中の金属は酸化物の状態である事が観察された。  
 
  Co, Ni,  Cu and Zn XAFS spectrums of ethanol re for ming reaction catal ysts  wer e 
measured.  It  was observed that the metals of catalysts  were oxide states in the catal yst.    

 
 
２．背景と研究目的： 
佐賀県工業技術センターでは文部科学省放射線利

用・原子力基盤技術試験研究事業として、エタノー

ル改質型水素製造触媒のメカニズム解明とその開発

を行っている。その研究では、エタノール改質触媒

材料の一つとして用いる金属酸化物中の金属原子に

ついてシンクロトロン光によるXAFS分析を行い、
その原子状態を評価している。 
ケイ酸を主成分とするシリカやガラスは、焼成温

度や混在する金属原子により様々な特性を示す。本

研究では、水ガラスをシリカ原料として、金属原子

との混合物を合成し、諸性質の検討を行っている。 
昨年度（平成 20年度）は SAGA-LSのBL11を
使用して、金属酸化物の XAFS 測定や高温 XAFS
測定などを行った。金属酸化物触媒で水素製造活性

が示された ZnO，SnO2に関して、XAFS分析によ
り、反応経過に伴う劣化（構造変化）や高温におけ

る構造変化は確認されなかった。 
 今回は、酸化物触媒として検討しているCo、Ni、
Cu、ZnについてのXAFS測定を行った。 
 
３．実験内容：  
測定元素：Co, Ni, Cu, Zn 
測定方法：透過法 
測定試料：Co, Ni, Cu, Znおよびその酸化物 
 測定試料は適量の窒化ホウ素（BN）または測定
元素が分散されたシリカと混合して、厚さ約1mmの
ペレットに成型した。測定時は、ペレットをポリエ

チレンの袋に密封した状態で行った。X線吸収端近

傍構造（XANES）測定および広域X線吸収微細構造
（EXAFS）は透過法で行った。また、標準試料と
して測定元素箔を測定した。 
 
４．結果、および、考察：  
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図２ Ni、Ni酸化物およびNiを担持させた 
触媒のXAFSスペクトル 

図１ Co、Co酸化物およびCoを担持させた 
触媒のXAFSスペクトル 
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 測定元素（Co、Ni、Cu、Zn）、測定元素の酸化物
および測定元素を担持させた触媒のXAFSスペク
トルをそれぞれ図１～４に示す。金属酸化物担持触

媒についてはエタノール改質評価前後のXAFSス
ペクトルを測定した。いずれの金属酸化物触媒も金

属薄膜のXAFSピークよりも酸化物ピークに近か
った。 
 
 
５．今後の課題：  
 XAFS測定を行ったが、詳細な解析を行っていな
い。測定元素（Co、Ni、Cu、Zn）の標準試料とし
て金属薄膜を用いたが、予想よりも明瞭な吸収スペ

クトルが得られなかった。今後は標準サンプルを含

めて実験の正確性を検討する必要がある。 
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８．キーワード 
・XAFS 
内殻電子励起の分光であり、X 線吸収端構造
（X-ray-absorption near-edge structure, XANES）
および広域 X 線吸収微細構造（Extended 
X-ray-absorption fine structure, EXAFS）をまとめ
て X 線吸収微細構造（X-ray-absorption fine 
structure, XAFS）と総称する。 
 

 

図３ Cu、Cu酸化物およびCuを担持させた 
触媒のXAFSスペクトル 

図４ Zn、Zn酸化物および Znを担持させた 
触媒のXAFSスペクトル 


